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さ え ず り        
新潟県リコーダー教育研究会 会長 小池 純夫 
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本物に触れる 
                                  

 副会長 嶋見 靖之 

 

 

昨年１０月１７日（土）・１８日（日）の両日、横浜市で「チャリンジャー・フ

ェスティバル」が開かれました。「バラード・ブルース・リフス」などの作品で知

られるイギリスの作曲家、アンドリュー・チャリンジャー氏の作品を一堂に集め

て演奏し、そこにチャリンジャー氏自身がレクチャーを加える、という会でした。

私は、１日目だけを参観しました。 

会は、音楽監督である吉澤実先生が進行と演奏の指揮をして進めていく流れで

したが、途中からチャリンジャー氏自身が指揮をして演奏するようになりました。その演奏には総じて

軽快で流れがありました。また、ブレスの位置についての指示が何度もあり、フレーズを重視している

ことがよく感じられました。レクチャーと合わせて、演奏によってチャリンジャー氏の作曲意図を感じ

取るができ、貴重な経験になりました。 

チャリンジャー氏はイギリスの方です。普通ならイギリスへ行かなければ、先ほど述べた貴重な経験

はできません。チャリンジャー氏を日本に迎えフェスティバルを運営された皆様の取組には意義深いも

のがあります。 

このように「本物に触れる」ことから、人は物事の本質を学んだり感化されたりします。県リコ研は、

会発足当初から例会や夏の講習会、コンテストといった事業に、リコーダーの第一線で活躍されている

方を講師や審査員に招聘することにこだわってきました。講師から演奏技能や知識を教わることはもち

ろんですが、演奏を聴かせていただいたり、指揮の下で演奏したり、といった経験を通して、私たちは

音楽の楽しさを味わうとともに、子どもたちに向き合い指導できる力を高めることができると思ってい

るからです。「本物に触れる」仲間の輪がさらに広がることを願っています。  

  

 

【編集】 

私も参加して来ました。正に、嶋見副会長のいう通りでした。チャリンジャー氏の楽譜だけ手に入

れて書かれている情報だけを頼りに演奏していた、「今まで」とは、認識が明らかに変わりました。作

曲家の「真意」があの場で、本人の口から「語られ」、本人によって「音で表出」されたからです。 



音を合わせるための練習方法 

～ 合奏指導の手順・ポイント・注意事項 ② 

 

リコーダー奏者・東京リコーダーオーケストラ指揮 金子健治 

 

 

 前回(だいぶ時間が経ってしまいましたが)、“息を合わせることから音合わ

せを始める”ことの大切さを述べました。今回は、具体的に「アメイジン

グ・グレイス」を使って、息を整えていく練習をしてゆきましょう。この曲

は音域が１オクターブ内に納まっており、サミングを使わない、クロス・フ

ィンガリングを使わない、よく知られた旋律である等の理由で、息を安定さ

せ、音程を確認する段階で取り上げるには、ピッタリの曲と言えます。 

１． C 管(ソプラノ、テナー、グレートバス)はソ、F 管(アルト、バス、コン

トラバス)はドでチューニングをして“基本的な息圧”を確認します。そしてその息圧を意識しなが

ら C 管はト長調、F 管はハ長調で「アメイジング・グレイス」のメロディーをそれぞれ吹いてみ

ましょう。基準になるソ・ドが頻繁に登場します。“基本的な息圧”で吹けているかが重要です。 

２． 一緒に合わせてみましょう。完全音程での平行進行ですので不思議な響きがしますが、全員が同

じ運指で動いているため、基準ピッチ・息の乱れ・楽器の音程バランス等がチェックし易いで

す。 

３． 譜例にあるように、各パートに焦点を当てメロディーを練習します。この時、他のパートはロン

グトーンでメロディーをサポートします。のびのびとした息圧で演奏することが大切ですが、チ

ェックポイントを決め、常にバックのロングトーンと合っているように心がけましょう。 

 単純な行程ではありますが、毎回同じ行程を繰り返すことで、その日のコンディションが自分自身

でしっかり把握でき、また自分の使っている楽器の音程の癖がデータとして蓄積され、無意識に曲の

中に反映されるようになります。 

 音を合わせることは常に付きまとう課題です。しかし、大人でも自分で判断して音を合わせること

は簡単なことではありません。小中学生でしたら尚更です。地道な作業になりますが、毎回５分でも

10 分でも同じメニューを繰り返してみましょう。いつか周りの色々な音が聴こえてくるようになるこ

とを信じて。 

 

【編集】 

 平成２４年度－３号に掲載しました、前回のご指導を改めて拝見しました。皆さん実践しています

か。今回のご指導と併せて、身に付けましょう。美しい気持ちの良いアンサンブルを楽しむために。 

 金子先生、原稿をお寄せ下さいまして、ありがとうございます。心から感謝申し上げます。 

 

 

 



 

【資料楽譜～アメイジング・グレイス】 

 

 

 



全日本リコーダー教育研究会 役員総会報告 
 

理事長 樋熊 三津男 

  

昨年、１１月２７(木)・２８日(金)、全日本リコーダー教育研究大会が、北斗市で開催されまし

た。翌２９日(土)、役員総会が開かれるとのことで、県コンテスト当日に当たるため、会長代理の森

嘉雄顧問と共に、参加して参りました。ここに概要を報告いたします。 

 

■ 議案１ 役員改選 

・ 新潟県は、現役員が引き続き次期も継続することが承認された。 

副会長 小池純夫、本部役員 樋熊三津男、地区担当役員 嶋見靖之。 

 

■ 議案２ 今後の研究大会開催について 

 １ 開催候補地 

審議され、以下のような案で固まった。 

平成２７年度 第４０回…東京 

平成２８年度 第４１回…栃木 

平成２９年度 第４２回…兵庫  ※ 栃木・兵庫は、順不同 

平成３０年度 第４３回…三重 

平成３１年度 第４４回…新潟 

平成３２年度 第４５回…東京 

平成３３年度 第４６回…沖縄 

平成３４年度 第４７回…北海道 

２ 今後開催される地で、運営等にバックアップが必要な場合は、全日本役員が協力する。 

 

■ 議案３ コンテスト参加要項の内容検討がされ、以下のことが決定された。  

１ 役員不足で、参加団体・個人から 1 人実行委員(役員)を務めてもらう。新潟県と同様。 

※ 原則として終演まで務める。 

２ ステージ料金の改訂 

   独奏 … ８０００円 

   重奏 … １５０００円 

   合奏 … ２０名以下 … ２５０００円 

        ３０名以下 … ３５０００円  

        ３１名以上 … ４００００円 

３ 楽器借用料金の改訂 

  ・ チェンバロ … ３５００円 

  ・ ピアノ   … ６０００円 

 

■ 議案４ コンテスト会計               ＜函館駅前の LEDライトアップと森先輩＞ 

  ・ 昨年度開催した４０周年記念事業への支出のため残額は０円。 

    そのため、全日本リコーダー研究大会開催地への補助は、しばらくできない。  

  ・ 中学校のリコーダー副読本を発行していく予定。 

  ・ チャリンジャー氏の作品特集の音源を発行する予定。全リコとして。 

演奏はアッリエッボ・リコーダー・オーケストラが担当 

 

■ その他 

・ 今後の運営にかかわって、東京が主に担当してきている仕事は、地方の各役員にも割り振り、

仕事を分担し合い、円滑な運営を図る。 

 
 

【編集／樋熊】 「２０１５新潟クラシックストリート」に今年度も参加いたします。８人の会員と

２人の助っ人で１０人の合奏をします。「パシオン～恋する作曲家たち」がテーマです。５月５日(火)

が本番です。聴きに来てくださるとメンバーも励みになります。宜しくお願いいたします。 


